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1.　植物検疫関連業務のNACCS利用について

　現在、植物防疫所への輸出入植物の検査申

請、申請者への輸入検査の合格通知、消毒・

廃棄命令書の発給などの植物検疫関連業務に

ついては、書面申請又は輸出入・港湾関連情

報処理システム（以下、「NACCS」という。）

を利用したオンライン申請により行われてい

ます。

　平成28年度の輸入検査申請（貨物）は約29

万2千件、輸出検査申請（貨物）は約2万4千

件あり、そのうちNACCS利用による申請は、

輸入では約28万3千件で全体の約97％、輸出

では99％以上を占めています。

　NACCS利用による申請のメリットとして

は、輸入検査では、申請者が通関手続に必要

な各種書面（植物検査合格証明書、消毒・廃

棄命令通知書など）をオンラインにより受け

取れることや、輸出検査では、検査合格後の

植物検疫証明書発行までの待ち時間が短くな

るなど、輸出入関連諸手続のスピードアップ

に大きく役立っています。

　なお、NACCSの利用には、NACCS会員専

用の「NACCSパッケージソフト」の機能を

利用する方法と、植物防疫所Webサイトから

「NACCS植物検疫関連業務」を利用する方法

（以下、「Web版NACCS」という。）があります。

2.　第6次NACCSの主な追加・変更機能

　NACCSは利便性向上などの目的から、こ

れまで定期的なシステムの更改が行われてお

り、平成29年10月8日には6回目のシステム

更改が行われました。　　　

　第6次NACCS更改では、利用者から改善な

どの要望が多かった機能の追加・変更に加え、

セキュリティの強化も実施し、より一層利用

しやすく、かつ安心・安全なシステムを目指

しました。本誌面では、第6次更改により追加・

変更された機能の一部を紹介します。

（1）�パッケージソフトからの輸出検査申請が

可能に

　輸出検査申請は、これまでWeb版NACCS

からのみ可能でしたが、NACCSパッケージ

ソフトからも申請ができるようになりました。

（2）�植物コードなどの参照機能の追加

　植物コード検索画面に並べ替え機能を追加

し、和名や学名の昇順/降順での並べ替えがで

きるようになりました。また、よく使う植物

コードや分類コードなどを登録し、種類・名

称欄入力時に呼び出しが可能となる「植物コー

ド辞書」などの機能を追加しました。

（3）�卸下場所の入力コード化

　輸入検査申請時に、輸入植物の積み卸しを

行う場所（卸下場所）の入力欄で、保税地域コー

ドの入力が可能となりました。
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（4）�輸入認可証明書の通知後の合格証明書の

追加通知

　輸入検査時に、輸入認可証明書を通知した

後でも、合格証明書を追加で通知することが

可能となりました。

（5）�セキュリティの強化など

　Web版NACCSの利用者が、４年間ログイン

しなかった場合、IDが削除される機能が追加

されました。また、ログイン時のパスワード

には、180日間の有効期間が設定されました。

（6）�マイナンバー（法人番号）対応

　法人番号をもつ輸出入者は、荷受人（輸入）

/荷送人（輸出）コード入力欄に法人番号の入

力が必要になりました。なお、JASTPROコー

ド（日本輸出入者標準コード）利用者は、法

人番号との関連付けを行うことで従来どおり

JASTPROコードでの入力ができます。

（7）�その他に追加・変更された機能など

　今回の第6次NACCS更改の詳しい内容につ

いては、植物防疫所ホームページでご案内し

ておりますので、下記URLをご参照の上、更

にご不明な点などがありましたら、最寄りの

植物防疫所にご照会ください。

○植物防疫所ホームページ「第6次NACCS更

改（平成29年10月）のお知らせ」URL

http://www.maff.go.jp/pps/j/law/denmado/

naccs6th2017.html

3.　今後の展望

　オーストラリア、オランダなど、一部の国々では、

輸出国及び輸入国の植物検疫当局間で、電子的

な植物検疫証明書を相互に受け入れています。

　一方、国際植物防疫条約（IPPC）では、多

国間で電子植物検疫証明書を相互に受け入れ

るシステム（ePhytoハブシステム）の開発が

進められており、将来は多くの国がこのシス

テムを利用していくことが見込まれています。

こうした電子化が進むことにより、植物検疫

の対応時間が短縮され、物流の迅速化へ貢献

することも期待できます。

　我が国も、ePhytoハブシステムの実現に向

けて国際的な検討の場に参加するとともに、

NACCSに必要な要素を組み込む可能性など

について検討を進めているところです。

図1　 卸下場所のコード化（Web版及びパッケージソフト
申請画面）

図2　 マイナンバー対応画面（Web版及びパッケージソフ
ト申請画面）

図3　ePhytoハブシステムのイメージ
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1.　はじめに

　日本から世界各国に輸出される花きは、高

品質で品種が多様であることが高い評価を受

けています。また、日本産の盆栽は、EUを始

め世界各国での人気が年々上昇しており、更

なる輸出増が期待されています。

　ここでは、花き・盆栽の輸出検査について

紹介します。

2.　花き・盆栽の輸出動向

　花き苗類（鉢物類、植木類、盆栽類）の輸

出額は、平成28年に80.3億円となり、平成23

年の66.9億円と比べ1.2倍に増加しています。

主な輸出先は中国、ベトナム、香港及び台湾で、

全体の9割を占めています。

　また、切り花の平成28年輸出額は、7.2億

円で、平成23年の0.9億円と比べ8倍に増加し、

過去最高を更新しています。主な輸出先は香

港、アメリカ合衆国、中国及び韓国で、全体

の9割を占めています。（輸出額は財務省「貿

易統計」から引用）

3.　輸出検査の対応状況

　輸出検査は、植物防疫所や近隣の倉庫のほ

か、卸売市場や生産地周辺の集荷場などでも

行っています。

　各植物防疫所での最近の取組は次のとおり

です。

（1）横浜植物防疫所

　平成29年4月28〜30日、世界盆栽大会が28

年ぶりに日本（埼玉県さいたま市）で開催され、

国内外から約4万5千人が来場しました。

　横浜植物防疫所では、場内に植物検疫カウ

ンターを設置し、海外からの来場者が購入し

た盆栽の輸出検査を行いました。

（2）名古屋植物防疫所

　愛知県では、諸外国向け苗類や切り花の輸

出検査を卸売市場で行っているほか、EU向け

盆栽の輸出検査を生産地の集荷場で行ってい

ます。また、富山県では、台湾向け花き球根

や切り花の輸出検査を集荷地で行っています。

（3）神戸植物防疫所

　大阪府、兵庫県及び香川県などでは、諸外

国向け苗類や盆栽の輸出検査を主に集荷地や

関西空港で行っています。近年では、植物の

種類が多岐にわたるのが特徴です。また、鳥

取県及び島根県では、EU、アメリカ合衆国及

びカナダ向けボタン苗の輸出検査が秋から冬

にかけて本格化します。

（4）門司植物防疫所

　中国及びベトナム向けイヌマキ植木の輸出

が大半を占めています。福岡県、熊本県及び

鹿児島県では、輸出検査を生産地の集荷場で

行っています。

（5）那覇植物防疫事務所

　沖縄県では、韓国及び台湾などに向けての

ラン苗や県内へのキク苗供給のために、イン

ドネシアで育苗される同国向けキク穂木など

の輸出検査を行っています。

4.　おわりに

　植物を外国に輸出するには、輸出相手国が

求める植物検疫条件を満たしている必要があ

ります。このため、植物を輸出される際には、

あらかじめ植物防疫所に問い合わせいただく

などして、相手国の検疫条件や検査方法につ

いてご確認ください。

花き・盆栽の輸出検査への対応花き・盆栽の輸出検査への対応花き・盆栽の輸出検査への対応花き・盆栽の輸出検査への対応

トルコ向けイヌツゲの集荷地輸出検査
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1.　隔離栽培検査

　輸入される栽培用の果樹類苗木や穂木（ブ

ドウ、カンキツ類など）、いも類（ジャガイモ、

サツマイモ）、サトウキビ、花き球根類（チュー

リップ、スイセンなど）は、国内のほ場に直

接植え付けられるため、重要な病害虫が付着

していた場合、国内の農業生産に著しい被害

を与えるおそれがあります。これらの植物が

輸入された場合、輸入港での検査では発見が

困難なウイルスなどの検査を行うため、他の

植物とは隔離されたほ場（温室など）で一定

の期間栽培して、検査を行っています。

2.　ウイルス病などの検査

　隔離栽培検査では、①ウイルスなどの感染

によって植物に現れるモザイク症状や奇形な

どの症状（病徴）の観察、②病徴の現れやす

い植物（検定植物）への輸入植物の芽や葉な

どの接種による病徴の観察（接ぎ木検定（図）、

汁液接種など）、③電子顕微鏡による植物組織

中のウイルス粒子の観察、④ウイルスなどに

特有のタンパク質（抗原）を抗血清（抗体）

により検出（抗原抗体反応）する血清診断法

（ELISA法など）、⑤ウイルスなどの特定の遺

伝子を増幅して感染を調べる遺伝子診断法

（PCR法など）といった複数の手法を組み合

わせて検査を行っています。このため、検査

期間は、いも類や球根類で1作期間、果樹類

で1年間（必要な場合は延長）を必要とします。

3.　最近の隔離栽培検査の状況

　最近では、日本ワインのブームにより国内

のブドウ苗木が不足していることから醸造用

ブドウの苗木の輸入が増加しているほか、健

康食品として注目され輸入が増加したブルー

ベリーやキイチゴなどのベリー類の苗木の検

査数量が増加し、両者で隔離栽培の果樹類全

体の8割（平成28年）を占めています。これ

に伴い、特にベリー類からBlueberry shock virus

や Blackberry yellow vein associated virus

など日本未発生のウイルス病が多く発見され

ています（表）。その他にも各種植物から重要

病害が発見されており、果樹類苗木などの輸

入によるウイルス病の侵入リスクが高いこと

がわかります。

4.　おわりに

　植物防疫所では、試験研究機関などとも協

力して、検査技術などの高度化に努め、病害

虫の侵入防止に万全を期すとともに、輸入者

に早期に検査結果をお知らせできるよう隔離

栽培検査の効率化を図っているところです。

新たな病害の侵入を防ぐため、引き続き関係

者の皆様のご理解とご協力をお願いします。

隔離栽培検査の制度と現状隔離栽培検査の制度と現状隔離栽培検査の制度と現状隔離栽培検査の制度と現状

図　接ぎ木検定（二重芽接ぎ法）

表　隔離栽培検査で発見された主な日本未発生ウイルス
（平成24年〜平成28年）

植物名 ウイルス名 生産国

ベリー類
（ブルーベリー、
キイチゴ、スグ
リなど）

Blueberry shock virus 米国

Blackberry yellow vein associated 
virus

オランダ、
米国

Black raspberry necrosis virus 米国

Gooseberry vein banding associated 
virus 英国

Raspberry leaf mottle virus 英国、米国

ブドウ Grapevine Pinot gris virus ドイツ

セイヨウスモモ
Plum bark necrosis stem pitting-
associated virus 英国

パインアップル
Pineapple mealybug wilt-associated 
virus

ガーナ、
台湾
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　カンキツグリーニング病（Citrus greening 

disease、以下、「CG病」という。）は、細菌

により感染するカンキツ類の病気で、この病

気に感染したカンキツ樹は衰弱し、やがて枯

死します。殺菌剤などの有効な農薬も無いた

め、海外でも深刻な被害をもたらす重要病害

として知られています。

　日本では、昭和63（1988）年に沖縄県の

西表島で初めて確認され、平成9年には大東

諸島を除く沖縄県全域にまで発生が拡大しま

した。

　このため、農林水産省は植物防疫法施行規

則の一部を改正し、CG病の宿主植物であるカ

ンキツ類などの生植物（苗木や穂木など）及

びその媒介虫となるミカンキジラミ（Diaphorina 

citri）の移動規制措置を開始しました。

　その後、平成14年には鹿児島県の与論島で

感染樹が確認され、更なる調査の結果、沖永

良部島、徳之島及び喜界島でも発生が確認さ

れたことから、平成19年に移動規制措置の対

象地域に与論島、沖永良部島及び徳之島が追

加されました。

　一方、発生が局所的であった喜界島では、

根絶のために植物防疫法に基づく緊急防除が

実施され、目視調査による感染の有無の確認

に加え、綿密な発生調査として、遺伝子診断

による方法が取り入れられました。感染が確

認された場合は、感染樹とその半径5m以内に

ある宿主植物を全て伐採するとともに、感染

樹から半径500mの範囲では徹底したミカン

キジラミの防除を行い、感染拡大を防ぐ対策

が講じられました。また、喜界町は独自にま

ん延防止のための条例を制定しました。この

結果、平成24年にCG病では世界初となる根

絶に成功しました。

　現在、喜界島以外の発生地域では、沖縄県

及び鹿児島県が主体となってCG病のまん延防

止や根絶に向けた取組を行っています。奄美

群島では、感染樹の早期発見と伐採及びミカ

ンキジラミの防除が計画的に実施されており、

地理情報システム（GIS）を活用した調査区画、

感染樹の発見履歴及び感染リスクを地点ごと

に厳格に管理しながら防除に取り組んでいま

す。また、調査手法は感染リスクに応じて決

められており、特に感染リスクの高い地点に

ついては毎回の調査で全樹から茎葉を採取し

て遺伝子診断が行われ、感染樹を見逃さない

よう配慮されています。

　このような取組を続けた結果、感染樹の発

見が年々減少している徳之島では、近い将来、

喜界島に続きCG病の根絶が達成されるものと

期待されています。

国内検疫制度の紹介

「カンキツグリーニング病について」

国内検疫制度の紹介

「カンキツグリーニング病について」

国内検疫制度の紹介

「カンキツグリーニング病について」

国内検疫制度の紹介

「カンキツグリーニング病について」

ミカンキジラミの防除

発生状況調査
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　金沢港に入港する外航クルーズ船は、日本有

数の観光都市である金沢と北陸新幹線開業との

波及効果により、平成27年18隻、平成28年26

隻と順調に入港隻数が増え、平成29年について

は、52隻（予定を含む）と、大幅な増加となっ

ています。

　このような中、関係者からは外航クルーズ船

乗客の税関・出入国管理・検疫（CIQ)の迅速な

対応が求められております。植物検疫について

は、主に小松空港出張所が対応していますが、土、

日、早朝などの入港もあるため、名古屋本所や

伏木富山支所も対応しています。携帯品の検査

にあたっては、外航クルーズ船がロシア及び韓

国から入港するため、両国からの輸入検疫条件

を確認して対応しています。

　また、乗客への広報として、CIQエリア内の

植物検疫カウンターの一角に、パネルやリーフ

レットを設置し、一時上陸者及び下船者の方に

対して植物検疫についての周知を行っています。

　外航クルーズ船の急激な増加により金沢港で

は、現在、仮設テントでの対応となっていますが、

石川県によると、平成32年を目標に、CIQエリ

アを取り込んだ「金沢港クルーズターミナル」

を建設し、海の玄関口としての景観を考慮した

金沢港の機能強化・整備を進めるとのことです。

　今後、植物防疫所としても旅行代理店が開催

するクルーズ船旅行の説明会などに積極的に参

加し、関係者の方々に植物検疫制度を説明して、

ご理解とご協力をお願いすることとしています。

金沢港における外航クルーズ船対応について

名古屋植物防疫所小松空港出張所

各地の植物検疫情報

　平成29年5月に、ヒアリが国内で初めて、

神戸港に陸揚げされたコンテナから発見され

ました。ヒアリは、「特定外来生物による生態

系等に係る被害の防止に関する法律」により

特定外来生物に指定され、飼養、輸入などが

規制されています。その後も、全国で発見が

続いたことから、環境省から関係省庁に対し

て連携の強化が求められました。

　ヒアリは、植物防疫法上は検疫の対象外で

すが、植物防疫所は、昆虫に関する知見を活

かして、全国の港や空港で植物類の病害虫の

侵入防止のために実施している輸入検査時に、

ヒアリについても目視で調査するなどの協力

をしています。また、植物防疫所にヒアリと

疑われる昆虫が持ち込まれた場合も、ヒアリ

であるか否かの確認を行っており、いずれの

ケースでも、疑いのある昆虫が見つかった場

合には環境省に連絡することとしています。

ヒアリの国内侵入への対応における協力ヒアリの国内侵入への対応における協力ヒアリの国内侵入への対応における協力ヒアリの国内侵入への対応における協力
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　平成29年7月27日、28日に京都市の近畿農政

局で「夏休み子ども消費者の部屋」が開催され

ました。小学生に、近畿地区にある農林水産省

の各機関の業務内容を紹介し、農林水産業を身

近に感じてほしいという趣旨で開催されていま

す。神戸植物防疫所も小学生と保護者に植物検

疫を広報できる機会と捉え、「小学生の植物防疫

官の仕事体験」をメインとし、2日間で10名の

植物防疫官を派遣し、イベントに出展しました。

　植物防疫所は玄関ロビー横の消費者の部屋専

用ブースで、植物検疫の小学生向けパネル、輸

入禁止品果実のレプリカ及び害虫標本を使って、

小学生と保護者に植物防疫官の仕事について説

明しました。その後、小学生は植物防疫官の仕

事体験コーナーで、米を検査用ふるいでふるい、

ふるいの下に落ちた害虫を発見し、その害虫を

顕微鏡で観察しながら絵合わせで害虫の同定作

業の検査体験をしました。また、発見した害虫

と果物の名前当てのクイズを行い、3問全問正解

した小学生には顔写真入りの「子ども防疫官証」

を発行しました。2日間で120名の小学生が、植

物防疫官の仕事を体験し、子ども防疫官になり

ました。検査の体験中、虫を怖がる小学生もい

ましたが、虫を見ることに興味を持ち、顕微鏡

を使って一生懸命観察する小学生もいました。

保護者の方々は、植物防疫官による植物検疫の

説明を聞いて「植物検疫がよくわかりました。」、

「いい話が聞けました。」などの反応でした。今

回は、主に小学生向けの広報を行いましたが、

今後も、様々な機会を利用し、広報活動に努め

てまいります。

　ベトナム向けなし生果実は、二国間協議によ

り平成29年1月16日に輸出が解禁となり、同年3

月7日付けで「ベトナム向け輸出なし検疫実施要

領」が制定されました。

　主な輸出検疫条件は、3種のシンクイガ類（モ

モシンクイガ、リンゴコシンクイ及びナシヒメ

シンクイ）を対象とした交信かく乱剤（フェロ

モン剤）による防除又は果実への袋がけなどが

行われ、植物防疫所によって登録された生産園

地及び選果こん包施設において、栽培地検査に

合格し、さらに輸出検査に合格したものが輸出

可能となります。

　門司植物防疫所管内では、台湾及びカナダ向

けに輸出されるなし生果実を検査した実績があ

り、輸出に意欲的な大分県日田市の関係団体が、

市内の4園地から本年度のベトナム向けにも輸出

を計画しました。

　このため、4園地を生産園地として登録し、そ

の4園地において、結実期、収穫前各2回の合計

4回の栽培地検査を実施した結果、ベトナムが侵

入を警戒している病害虫の発生は認められず合

格となりました。

　9月19日、福岡空港出張所において、なし生

果実（品種あきづき）250Kg（50箱）について

こん包の表示や病害虫の付着を確認し、検疫条

件に合致していることから、合格となり、無事

ベトナムに輸出されました。

『近畿農政局夏休み子ども消費者の部屋』での植物検疫広報活動

ベトナム向けなし生果実の輸出について

各地の植物検疫情報
神戸植物防疫所

門司植物防疫所
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○海外から持ち込まれる果物や野菜などの植

物類に付着して、病害虫が日本に侵入するこ

とを防ぐため、植物検疫を受ける必要があり

ます。植物類を持ち帰る場合、税関検査の前

に植物検疫カウンターで検査を受けてくださ

い。また、渡航先や植物の種類によっては持

ち帰ることができません。海外へ旅行される

前に、輸入条件をあらかじめ植物防疫所ホー

ムページでご確認いただきますようお願いし

ます。

（http://www.pps.go.jp/eximlist/Pages/

exp/condition.xhtml）

○沖縄・奄美、小笠原などの国内の一部地域

には、植物に重大な被害を及ぼす病害虫が発

生しており、これらのまん延を防ぐため、寄

主植物であるサツマイモ（生茎葉を含む）、

オオバゲッキツ（カレーリーフ）やカンキツ

類の苗木などの持ち出しが規制されています

のでご注意ください。

　なお、詳細は植物防疫所ホームページをご

覧になるか、最寄りの植物防疫所にお問い

合わせください。（http://www.maff.go.jp/

pps/）

〜年末年始に海外・沖縄などへ旅行される皆さまへ〜

植物をおみやげとして持ち帰るときはご注意ください！

法
令
改
正

関
係
情
報

●「ジャガイモシロシストセンチュウの緊急防除に関する省令」及び「ジャガイモシロシストセンチュウの緊急防除に関

する告示」が一部改正されました（平成29年10月31日）

　改正内容は、北海道の一部地域においてジャガイモシロシストセンチュウの発生が新たに確認されたことに伴う防

除区域の追加です

●「イスラエル産シャムテ種及びバレンシア種のスウィートオレンジ、グレープフルーツ、スウィーティー、ポメロ、

レモン並びにオアの生果実に係る農林水産大臣が定める基準」及び「イスラエル産スウィートオレンジ、グレープフ

ルーツ、スウィーティー、ポメロ、レモン及びオアの生果実に関する植物検疫実施細則」の一部が改正されました（平

成29年10月25日）

　改正内容は、スウィーティーの消毒基準の追加です

●「アメリカ合衆国産ばれいしょ生塊茎に関する植物検疫実施細則」の一部が改正されました（平成29年9月12日）

　改正内容は、アイダホ州の一部からの輸入再開を認める等の変更です

植
物
検
疫

関
係
情
報

●（輸出）中部国際空港に輸出検疫カウンターを設置しました（平成29年10月6日）

●（輸出）「中国がナス科及びセリ科種子の輸入検疫を強化した件について」を掲載しました（平成29年9月29日）

●平成29年10月、NACCS植物検疫関連業務が新しくなります（平成29年9月19日）

● （輸出）「輸出入条件検索詳細情報」の検疫条件一覧表（早見表）（貨物、携帯品及び郵便物）を更新しました（平成29年9

月12日）

●（輸出）台湾向け生果実登録選果こん包施設一覧（平成29年産りんご・なし）を更新しました（平成29年9月8日）

最新情報 植物防疫所のホームページ（http://www.maff.go.jp/pps/) では、法令改正や輸出入植物検疫
に関する最新情報を提供しています。 平成29年11月7日現在

お　知　ら　せお　知　ら　せお　知　ら　せお　知　ら　せお　知　ら　せお　知　ら　せお　知　ら　せお　知　ら　せお　知　ら　せ
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